
々
記
し
て
ゐ
る
。
域
月
清
醜
早
掠
始
生
（
嘉
穂
二
八
六
）
初
日
繊
於
糸

去
山
挽
五
尺
許
（
安
貞
元
七
三
）
。
又
山
椿
の
様
な
者
で
も
優
美
な
情

景
の
中
に
あ
り
調
和
し
て
ゐ
る
場
合
に
げ
感
興
を
催
し
て
ゐ
る
。
月
で

は
な
い
け
れ
ど
「
社
頭
路
次
花
盛
之
最
中
也
、
田
夫
樵
父
悉
鰯
一
枝
」

（
嘉
根
元
二
廿
九
）

（
5
）
細
谷
直
樹
「
定
家
の
囲
玄
の
過
渡
的
性
格
」
　
（
国
語
と
国
文
学
、
三

十
四
巻
六
号
）

（
6
）
後
出
の
登
玉
集
の
面
影
あ
る
歌
の
例
歌
は
定
療
十
体
で
は
見
様
で
あ

る
。

（
7
）
長
閑
の
歌
を
難
じ
た
言
葉
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
に

も
認
め
ら
れ
よ
う
。

（
8
）
石
田
曽
貞
「
十
六
夜
日
記
」
二
四
九
五
。

（
9
）
石
田
富
貴
「
頓
阿
慶
雲
」
一
六
一
頁
。

（
1
0
）
能
勢
朝
次
「
圃
玄
諭
し
一
一
一
頁
。

（
‖
）
　
「
面
影
没
く
」
の
如
き
例
も
見
ら
れ
る
。
群
雲
口
伝
、
太
田
持
資
花

月
百
首
（
雅
親
点
）

（
1
2
）
こ
の
例
歌
の
賃
一
首
日
「
身
に
寒
く
秋
の
さ
よ
風
吹
く
な
べ
に
ふ
り

に
し
人
の
夢
に
見
え
つ
ゝ
」
は
耕
雲
口
伝
に
も
引
い
て
を
り
、
「
お
ぼ

ろ
げ
に
て
は
よ
み
に
せ
が
た
く
、
幽
玄
高
妙
の
異
体
を
そ
な
へ
り
。
知

音
に
あ
ら
ず
は
悟
り
が
た
し
」
と
評
し
て
ゐ
る
。

（
1
3
）
小
島
吉
雄
「
新
古
今
和
歌
貨
の
研
究
、
統
語
」
一
六
一
頁
。

中
　
川
　
徳
　
之
　
助

和
歌
陀
羅
尼
の
　
説

－
　
狂
言
綺
語
観
　
の
展
開
㈲

は

　

じ

　

め

　

に

前
稿
に
、
沙
石
其
の
成
立
時
期
二
二
八
三
・
以
後
の
訂
正
加
筆
あ
り
。
）

を
下
限
と
し
て
資
料
を
あ
け
、
当
時
の
歌
人
に
お
け
る
狂
言
結
語
観
の
蓼
透
と

展
開
と
の
様
相
に
つ
い
て
考
え
た
。
本
稿
で
は
沙
石
隻
の
若
者
無
住
一
円
（
一

二
二
六
－
二
三
一
二
）
の
和
歌
陀
窪
尼
説
に
つ
い
て
考
え
る
。
無
住
の
和
歌

tosho-seibi-repo
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観
は
、
諭
と
し
て
の
ま
と
ま
り
に
欠
け
る
が
、
主
と
し
て
沙
石
集
　
－
　
と
く
に

巻
五
「
和
歌
の
苛
深
き
埋
り
あ
る
事
」
を
中
心
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、

「
立
言
」
　
「
背
景
」
の
二
軍
を
分
つ
て
考
え
る
。

沙
石
貨
に
は
広
路
二
系
統
の
諸
本
が
存
す
る
。
．
本
稿
で
は
岩
波
文
庫
本
（
略

本
釆
統
・
良
宇
三
年
板
木
）
に
よ
る
。
預
辺
網
也
氏
校
訂
の
広
末
沙
石
集
（
米

沢
図
書
館
蔵
・
古
紗
十
二
柿
木
）
を
参
照
す
る
場
合
は
「
広
本
」
と
注
す
。
雑

談
集
・
聖
財
集
・
妻
鏡
の
引
用
は
、
印
刷
の
便
宜
上
、
訓
み
下
し
体
に
改
む
。

1

　

立

　

　

　

言

和
歌
の
一
道
を
思
ひ
解
く
に
、
散
乱
銃
動
の
心
を
や
め
、
寂
然
閑
静
の
徳

あ
り
。
又
言
す
く
な
く
し
て
心
を
含
め
り
。
惣
符
の
義
あ
る
べ
し
。
惣
持

と
い
ふ
ほ
即
ち
陀
窪
尼
也
。
　
　
　
沙
石
葉
巻
五

世
間
田
仲
の
道
理
を
三
十
一
字
の
中
に
つ
つ
み
て
、
仏
菩
薩
の
応
も
あ

り
、
神
明
人
類
の
感
も
あ
り
。
か
の
陀
羅
尼
も
、
天
竺
の
世
俗
の
言
な
れ

ど
も
、
陀
羅
尼
に
も
ち
ひ
て
是
を
た
も
て
ば
、
滅
罪
の
徳
抜
苦
の
用
あ

り
。
日
本
の
和
歌
も
、
よ
の
つ
ね
の
こ
と
ば
な
れ
ど
も
、
和
歌
に
用
ひ
て

思
ひ
を
の
ぶ
れ
ば
、
必
ず
感
あ
り
。
ま
し
て
仏
法
の
心
を
ふ
く
め
ら
ん

は
、
疑
な
く
陀
羅
尼
な
る
べ
し
。
　
　
　
仝
上

和
歌
を
真
言
と
心
え
て
侍
る
轟
、
聖
人
は
心
な
し
。
万
人
の
心
を
心
と
す

と
云
へ
り
。
然
れ
ば
法
事
は
言
な
し
。
万
人
の
言
を
も
て
窯
と
し
て
、
仏

法
を
と
き
拾
ふ
。
言
の
中
に
薫
理
を
含
め
ば
、
必
ず
惣
持
な
り
。
惣
持
な

ら
ば
必
す
き
己
な
る
べ
し
。
天
竺
供
士
和
国
、
そ
の
詞
こ
と
な
れ
ど
も
其

心
通
じ
て
、
其
益
す
で
に
同
じ
き
故
に
、
仏
教
弘
ま
り
て
、
其
義
門
を
え

て
利
益
虚
し
か
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
仝
上

詞
に
定
れ
る
準
な
し
。
只
心
を
得
て
恩
ひ
を
の
ペ
ば
、
必
ず
感
応
有
る
べ

し
。
大
理
我
国
に
顕
れ
て
、
既
に
和
歌
を
詠
じ
給
ふ
。
清
水
の
御
詠
に

も
、唯

た
の
め
し
め
ぢ
が
原
の
さ
し
も
草
わ
れ
世
の
中
に
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は

と
あ
り
。
是
必
ず
陀
結
尾
な
る
べ
し
。
疑
ふ
可
か
ら
ず
。
神
明
又
多
く
歌

を
感
じ
て
人
の
望
み
を
叶
へ
し
め
給
ふ
。
か
た
が
た
和
歌
の
徳
、
惣
持
の

薫
、
陀
羅
尼
一
に
心
う
べ
し
。
　
　
　
　
仝
上

和
歌
の
陀
羅
尼
に
似
た
る
事
、
惣
持
の
道
理
也
。
た
だ
も
恩
ふ
程
祈
念
し

け
ん
に
、
感
な
く
し
て
、
和
歌
に
め
で
く
利
生
あ
叫
。
陀
羅
尼
も
常
の
こ

と
ば
な
れ
ど
も
、
た
だ
の
こ
と
ば
に
益
な
し
。
陀
羅
尼
は
、
な
ず
ら
ふ
れ

ば
仏
の
和
歌
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
上

仏
の
擾
理
を
含
て
陀
羅
尼
に
つ
ら
ね
給
へ
り
。
歌
の
如
し
。
如
何
其
徳
な

か
ら
ん
。
　
　
　
　
内
閻
文
床
本
沙
石
葉
巻
五

体
と
し
て
心
（
義
理
）
を
含
み
、
用
と
し
て
寂
然
閑
静
の
徳
、
感
応
の
徳
を

右
す
る
。
こ
れ
が
、
和
歌
の
陀
羅
佗
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
体
と
し
て
の
心

（
泰
理
）
は
ど
の
よ
う
な
性
格
で
あ
る
か
。

凡
そ
狂
言
綺
語
と
云
ひ
て
、
口
業
の
過
に
和
計
を
入
る
る
等
は
、
染
歌
と

云
ひ
て
愛
情
に
ひ
か
れ
て
、
由
な
き
色
に
そ
み
、
む
な
し
き
詞
を
か
ぎ
る

故
な
り
。
．
聖
教
の
理
を
も
の
べ
、
無
常
の
心
を
も
つ
ら
ね
て
、
世
緑
俗
念

を
う
す
く
し
、
名
利
情
軌
も
忘
れ
、
風
花
を
見
て
世
上
の
あ
だ
な
る
等
を

知
り
、
雪
月
を
詠
じ
て
、
心
中
の
書
き
理
を
も
さ
と
ら
ば
、
仏
道
に
入
る

疾
、
法
門
を
悟
る
便
り
な
る
べ
し
。
　
　
　
抄
石
盤
巻
五

和
歌
を
結
語
と
い
へ
る
事
は
、
由
な
き
こ
と
を
い
へ
る
な
る
を
、
或
は
染

．
汗
心
に
よ
り
て
、
恩
は
ぬ
事
を
も
い
へ
る
は
実
に
失
な
る
べ
し
。
離
別
哀

傷
の
恩
ひ
切
な
る
に
付
き
て
、
心
の
中
の
思
ひ
を
あ
り
の
ま
ま
に
云
ひ
の

21



べ
て
万
緑
を
わ
す
れ
、
此
一
事
に
心
す
み
恩
ひ
静
か
な
れ
ば
、
遠
に
入
る

方
便
な
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
上

す
な
わ
ち
、
言
う
と
こ
ろ
の
心
義
理
）
が
仏
教
的
に
き
わ
め
て
損
制
さ
れ

た
心
（
薫
讐
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
摂
制
さ
れ
た
心
（
董
翌
を

体
と
す
る
和
歌
の
み
が
陀
擢
尼
と
さ
れ
る
。
清
永
観
世
音
の
詠
歌
が
そ
の
一
証

で
あ
る
。

和
歌
陀
羅
尼
説
に
お
い
て
、
和
歌
が
き
わ
め
て
規
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
た
が
、
如
上
の
体
と
用
と
が
常
に
放
密
に
涌
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は

疑
わ
し
い
。
説
の
頂
点
で
は
き
わ
め
て
限
罠
さ
れ
た
和
歌
を
考
ま
て
い
た
に
せ

よ
、
説
の
底
辺
で
は
か
な
り
寛
容
な
刊
歌
認
容
が
存
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
推
琵
の
理
由
は
後
述
す
る
。

陀
羅
尼
は
漢
訳
し
て
惣
荷
、
総
持
ま
た
能
持
。
大
智
度
諭
に
「
陀
羅
尼
秦
言

能
持
。
望
l
罷
班
。
能
持
薯
。
喋
積
讐
蒜
。
鵠
持
令
不
散
不
朱
。
－
撃
如
完
器

盛
水
用
水
不
漏
散
。
能
獲
者
へ
．
悪
不
芋
根
心
生
。
能
遮
令
不
全
。
若
欲
作
悪

罪
。
持
令
不
作
。
是
名
四
羅
尼
。
」
　
（
巻
五
）
と
あ
る
。
稔
伽
師
地
論
に
は

「
当
知
如
是
妙
陀
羅
尼
略
看
四
積
。
一
着
法
陀
崖
尼
。
二
者
萄
陀
結
尾
。
三
者

呪
陀
羅
尼
。
四
着
能
待
菩
薩
忍
陀
羅
尼
。
」
　
（
巻
四
五
）
、
菩
薩
地
持
経
に
は

「
云
何
菩
蒔
陀
招
尼
。
略
説
四
積
。
一
着
法
陀
羅
尼
。
二
者
葬
陀
羅
尼
。
三
者

呪
術
陀
羅
尼
。
四
者
待
菩
薩
忍
陀
捉
尼
ぐ
」
　
（
巻
入
）
と
あ
る
が
、
そ
の
呪
陀

羅
尼
を
真
言
密
教
で
は
単
に
陀
羅
尼
と
言
い
、
仏
菩
薩
の
禅
臣
よ
り
発
す
る
秘

密
の
言
句
と
し
て
尊
ぶ
。
真
言
陀
茫
尼
宗
で
あ
る
。
呪
陀
超
尼
に
つ
い
て
は
、

「
云
何
菩
薩
呪
陀
接
見
。
謂
吉
事
障
痘
得
如
是
等
持
自
在
。
由
此
自
在
加
被
。
能

除
有
情
災
恩
。
諮
呪
恕
句
。
令
彼
章
句
悉
皆
神
険
。
第
一
神
険
短
所
唐
掴
。
陪

除
非
一
種
稀
災
患
。
是
名
菩
薩
呪
陀
羅
尼
。
」
（
稔
伽
師
地
諭
）
、
「
云
何
呪
術

陀
羅
尼
。
菩
薩
得
如
且
三
昧
カ
。
以
呪
術
葦
軋
。
為
衆
除
患
。
空
神
験
。
琶

種
災
恩
悉
令
消
滅
。
」
　
（
菩
隣
地
持
経
）
、
ま
た
「
菩
薩
併
禅
能
起
呪
術
為
衆

除
患
。
第
一
神
除
名
呪
術
陀
羅
柁
。
」
　
（
大
乗
桑
葦
巻
十
一
）
と
あ
る
。
聖
財

質
に
、防

ツ
テ
一
一
ノ
陀
在
民
ノ
文
字
音
声
不
思
議
ノ
幻
金
剛
ノ
用
法
界
ヲ
全
ク
セ

ル
私
用
無
碍
ノ
法
門
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
中

古
徳
ノ
云
バ
ク
。
陀
超
尼
三
二
有
リ
。
多
字
一
字
無
字
也
。
無
宗
ハ
円
党
無

柄
ノ
琵
也
。
円
覚
経
－
二
耳
フ
。
天
陀
羅
尼
門
有
り
。
名
ヅ
ケ
テ
円
覚
ト
為
ス

ト
云
ヘ
リ
。
真
如
ノ
望
知
ト
モ
云
ヘ
リ
。
此
ハ
聾
秘
密
ナ
ル
べ
シ
。
一
字
ハ

語
尊
ノ
恒
子
等
也
。
多
字
ハ
仏
頂
尊
勝
等
ノ
陀
超
尼
也
。
　
　
　
巻
下

陀
羅
尼
ノ
章
句
音
声
等
魔
界
ノ
障
軌
ヲ
弘
ヒ
消
ス
事
モ
此
レ
不
恩
琵
幻
ノ
徳

用
也
。
忽
ニ
ス
べ
カ
ラ
ザ
ハ
モ
ノ
欺
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
下

雑
談
集
に
、

陀
経
尼
ノ
功
能
l
〓
ア
霊
病
ノ
イ
ユ
タ
ル
事
、
愚
老
ガ
覚
へ
侍
へ
リ
。
当
代
彼

ノ
人
存
セ
リ
。
陀
超
尼
ノ
功
能
ハ
末
代
コ
ト
ニ
勝
レ
一
7
メ
デ
タ
カ
ル
ベ
キ
ヨ

シ
真
言
経
ノ
中
之
多
、
㌔
大
般
若
ノ
中
二
望
趣
分
ハ
コ
ト
ニ
建
趣
経
ト
同
貼

異
訳
也
。
陀
羅
尼
ノ
功
舵
メ
デ
タ
ク
兄
へ
タ
リ
。
惣
持
猶
妙
薬
能
挺
治
惑
病

亦
如
天
甘
露
眼
者
常
安
楽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
六

コ
ツ
テ
彼
ノ
陀
鮭
尼
、
名
号
所
説
ノ
経
文
、
コ
レ
ヲ
開
キ
テ
、
心
ナ
キ
煩
悩

罪
障
ナ
リ
ト
モ
、
イ
カ
テ
カ
滑
エ
ザ
ラ
ム
。
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
十

な
ど
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
沙
石
質
の
同
語
を
見
て
も
、
無
住
の
言
う
陀
羅
尼

は
真
言
密
教
に
言
う
と
こ
ろ
の
陀
羅
用
の
謂
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

韮
　
　
背
　
　
景

和
歌
陀
羅
尼
の
背
景
、
す
な
わ
ち
、
上
述
の
立
言
を
導
い
た
軍
因
を
考
え

る
。
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の
　
狂
言
綺
語
鋭

和
歌
陀
羅
尼
説
は
狂
言
綺
語
観
を
前
提
と
す
る
。

夫
危
言
歌
語
み
な
第
二
謀
に
帰
し
、
治
生
産
業
し
か
し
な
が
ら
実
相
に
そ
む

か
ず
。
然
れ
ば
狂
言
綺
語
の
あ
だ
な
る
戯
を
縁
と
し
て
、
仏
乗
の
妙
な
る
道

に
入
れ
、
世
間
浅
近
の
周
し
き
事
を
哲
と
し
て
、
勝
義
の
深
き
理
を
知
ら
し

め
ん
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
石
寛
序

此
ノ
雑
談
蔑
或
ル
同
法
ノ
所
望
－
二
一
リ
テ
手
ニ
マ
カ
セ
テ
之
ヲ
記
ス
。
（
中

略
）
　
ヨ
ク
用
フ
ル
時
ハ
狂
言
綺
語
ノ
誤
猶
転
ジ
テ
讃
仏
乗
ノ
因
転
法
輪
ノ
縁

ト
ス
ル
亭
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
談
葉
巻
入

智
人
ハ
菜
即
解
脱
ト
云
ヒ
テ
誓
窓
不
二
ノ
謂
ヲ
覚
り
顕
シ
テ
迷
悟
一
鉢
ノ
理

ヲ
覚
り
ヌ
レ
バ
一
色
一
香
中
道
二
非
ズ
ト
云
事
ナ
シ
。
狂
言
綺
語
ノ
誤
二
丁

モ
転
法
輪
ノ
緑
ト
成
ル
べ
シ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
鏡

に
見
る
よ
う
な
狂
言
綺
語
観
を
ふ
ま
え
、
和
歌
を
狂
言
綺
語
と
は
見
な
い
と
こ

ろ
に
和
訝
陀
羅
尼
説
が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
て
、
狂
言
綺
語
観
の
展
開
を
辿
る

と
、
無
住
の
鈴
の
成
立
も
偶
然
で
な
い
。
寂
然
の
法
門
罰
首
に
「
塾
一
品
簑
囲
み

な
第
一
準
に
帰
L
で
、
一
法
と
し
て
も
実
相
の
理
に
そ
む
く
べ
か
ち
ず
。
い
は

ん
や
こ
の
州
一
字
の
ふ
で
の
あ
と
、
ひ
と
へ
に
世
俗
文
字
の
た
は
ぶ
れ
に
あ
ら

ず
。
こ
と
ご
と
く
梧
実
の
教
文
を
も
て
あ
そ
ぶ
な
り
。
」
、
後
鳥
羽
院
御
自
談
合

法
文
二
首
の
判
詞
に
「
法
性
の
空
念
来
満
浄
な
れ
ど
も
、
妄
想
の
雲
お
ほ
ひ
ね

れ
ば
正
因
仏
性
あ
り
と
も
L
ら
ず
。
こ
の
こ
と
わ
り
を
し
ら
で
は
仏
に
な
る
こ

と
か
た
し
。
一
即
一
億
膵
の
中
に
法
界
悉
く
を
き
ま
る
っ
況
弗
一
字
の
あ
ひ
だ

に
実
相
の
こ
と
わ
わ
き
は
ま
れ
り
っ
　
」
と
あ
る
ど
と
き
、
和
歌
陀
結
尾
説
と
い

く
ぱ
く
の
距
り
が
あ
ろ
う
。
「
陀
露
尼
」
と
言
い
き
る
点
に
仏
道
へ
の
接
着
度

の
高
さ
は
あ
る
が
。

我
朝
の
神
明
は
、
多
く
は
仏
菩
薩
の
垂
跡
応
身
の
随
一
な
り
。
素
謹
鳴
尊
す

で
に
出
雲
入
貢
が
き
の
三
十
一
字
の
鼓
を
始
め
給
へ
り
。
仏
の
吾
に
こ
と
な

る
べ
か
ら
デ
。
天
竺
の
陀
擢
尼
も
、
た
だ
某
国
の
人
の
こ
と
ば
な
り
。
仏
是

を
も
て
、
陀
羅
尼
を
説
き
総
へ
り
。
こ
の
故
に
、
一
行
禅
．
師
の
大
日
経
の
疏

に
も
、
随
方
の
詞
は
、
み
な
陀
羅
尼
と
い
へ
り
。
仏
若
し
わ
が
国
に
出
で
給

は
ば
、
た
だ
和
国
の
こ
と
ば
を
以
で
陀
結
花
と
し
た
ま
ふ
べ
し
。
惣
持
は
本

文
字
な
し
。
文
字
惣
持
を
あ
ら
は
す
。
何
れ
の
国
の
文
字
か
惣
持
を
あ
ら
は

す
徳
な
か
ら
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
石
葉
巻
五

「
神
々
と
の
つ
な
が
り
の
意
識
」
の
継
承
と
、
「
和
歌
は
和
国
の
風
俗
」
と

い
う
閻
有
性
の
確
認
．
狂
言
綺
窓
掛
の
流
れ
に
あ
る
証
左
で
あ
る
。
本
地
垂
跡

思
想
は
無
住
の
著
作
に
い
ち
じ
る
し
い
。

松
　
三
教
合
一
恩
憩

聖
財
嚢
巻
上
「
外
典
内
典
四
句
事
」
に
、

外
典
ハ
孔
子
老
子
ノ
数
釈
放
二
対
シ
テ
是
ヲ
三
教
ト
云
ヘ
リ
。
孔
子
ハ
儒

責

菩

薩

老

子

ハ

迦

筆

圧

ノ

垂

跡

也

豊

儒

教

ハ

先

王

ノ

至

徳

覇
道
老
順
仁
義
等
ノ
数
ハ
戒
学
ノ
方
便
也
。
老
子
ノ
虚
無
ノ
大
道
坐
亡
ノ

行
儀
禅
門
坐
禅
ノ
方
便
也
。
．
仏
法
ノ
弘
通
磯
根
ノ
調
黙
契
二
位
シ
。
本
師

釈
尊
方
便
シ
テ
御
弟
子
ヲ
先
ヅ
漠
土
二
遺
ハ
シ
テ
後
二
時
至
ツ
テ
洪
ノ
閉

帝
ノ
代
二
至
ツ
テ
迦
竺
始
テ
仏
経
ヲ
伝
へ
タ
リ
。
一
説
－
二
我
些
二
聖
ト

云
ヒ
テ
三
人
也
。
鼓
回
ヲ
加
へ
タ
リ
。
外
典
ノ
方
便
ナ
ク
ハ
釈
教
タ
ナ
ス

ク
悟
リ
ガ
タ
シ
。

権
ト
云
フ
ハ
孔
老
ノ
教
小
乗
大
乗
等
ノ
不
了
藁
也
。
実
ト
二
乗
円
教
禅

門
密
教
也
。
両
単
ニ
ハ
輿
ヲ
知
リ
テ
稚
ヲ
学
．
ハ
ゲ
ル
跡
ル
ペ
シ
。
倶
工
学

ス
ル
尤
肪
リ
タ
リ
。

西
天
ノ
一
二
乗
ノ
教
授
土
ノ
儒
這
ノ
二
教
日
本
ノ
神
明
皆
方
便
ノ
権
助
実
数

ノ
基
本
也
。
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宍
二
外
典
ノ
橿
教
神
明
ノ
方
便
ナ
ク
ハ
実
数
太
地
ノ
利
益
ハ
ア
ラ
バ
レ
難

カ
ル
べ
シ
。
方
便
権
実
妹
一
ニ
シ
テ
本
跡
源
ト
同
ジ
ケ
レ
．
ハ
其
ノ
道
理
分

明
也
。

と
三
教
合
一
恩
恵
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

洪
朝
に
は
仏
法
を
弘
め
ん
た
め
に
、
儒
責
、
迦
萱
、
罠
光
の
一
二
人
の
菩

薩
、
孔
子
、
老
子
、
轟
回
と
て
、
ま
つ
外
典
を
も
て
人
の
心
を
和
げ
て
、

・
後
に
仏
法
流
布
せ
し
か
ば
、
入
官
此
を
信
l
じ
き
。
我
朝
に
は
和
光
の
神
明

ま
、
つ
跡
を
た
れ
l
て
、
人
の
あ
ら
き
心
を
や
は
ら
げ
て
、
仏
法
を
信
ず
る
方

便
と
し
給
へ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
沙
石
葉
巻
一

古
徳
の
云
は
く
」
仏
法
は
た
や
す
く
流
布
L
が
た
し
。
彷
っ
て
天
竺
の
菩

薩
、
漢
士
へ
む
ま
れ
て
、
先
づ
外
典
を
ひ
ろ
め
て
、
父
母
の
神
識
看
る
事

を
し
ら
し
め
、
孝
登
の
志
を
教
へ
て
仏
法
の
方
便
と
す
と
云
へ
り
。
仝
上

孔
丘
は
儒
童
菩
薩
の
後
身
と
し
て
、
周
の
代
に
田
で
C
、
仏
法
の
方
便
の

た
め
に
、
先
王
の
要
道
を
の
べ
て
国
の
政
を
示
し
、
仁
義
の
孝
行
を
を
L

へ
て
、
人
の
心
を
た
だ
し
く
せ
し
賢
聖
な
り
。
　
　
　
抄
石
質
巻
三

古
人
ノ
意
詞
多
ク
ハ
大
権
ノ
垂
迩
ノ
故
仏
法
ノ
旨
ヲ
含
メ
リ
。
忽
緒
ニ
ス

一
ペ
カ
ラ
ズ
。
孔
子
ノ
五
常
ハ
仮
諦
戒
門
ノ
方
便
也
。
老
子
ノ
虚
無
ハ
兵
諦

禅
ノ
方
便
也
。
荘
子
ハ
実
相
中
道
ノ
方
便
也
。
自
然
ノ
道
理
ヲ
元
ス
ト
云

ヘ
リ
。
ア
ッ
ク
心
得
．
ハ
自
然
ノ
見
ニ
ヲ
ツ
。
ヨ
ク
心
得
バ
法
法
如
如
ナ
ル

一
如
平
等
ノ
理
ヲ
悟
リ
ヌ
べ
シ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
談
環
巻
五
．

な
ど
、
抄
石
貨
、
雑
談
窪
に
流
れ
る
思
想
で
あ
る
。
三
教
合
一
思
想
は
中
華
よ

り
伝
え
た
も
の
、
と
く
に
宋
の
三
数
合
一
恩
憩
を
伝
え
た
の
は
円
耐
弁
円
で
あ

る
。
無
住
は
師
説
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
上
例
に
見
る
よ
う
に
　
「
方

便
」
の
吾
が
重
要
な
意
寿
を
看
す
る
。
「
方
便
」
の
語
に
照
射
さ
れ
て
、
つ
ぎ

に
掲
げ
る
言
の
よ
う
に
、
和
歌
は
仏
道
に
つ
な
が
る
。

仏
法
に
入
る
方
便
ま
ち
ま
ち
な
れ
ど
も
、
唯
一
を
得
る
に
あ
り
。
事
に
は

一
心
を
え
、
理
に
は
一
性
を
覚
る
。
此
故
に
、
葦
放
l
こ
は
三
界
唯
一
心
と

云
ひ
、
法
華
に
は
唯
看
一
仏
乗
と
説
き
、
起
信
諭
に
は
一
心
法
界
と
云

ひ
、
天
台
に
は
唯
一
実
相
と
談
じ
、
毘
尼
に
は
常
甜
一
心
と
云
ひ
、
浄
土

門
に
は
一
心
不
乱
と
云
ひ
、
宗
門
に
は
一
心
不
生
と
云
ひ
、
密
教
に
は
唯

ナ
金
剛
と
説
く
。
然
れ
ば
流
転
生
死
は
、
一
理
に
背
き
て
差
別
の
諸
法
を

執
す
る
に
よ
り
、
寂
減
埋
異
は
万
緑
を
す
て
て
、
平
等
の
一
望
に
叶
へ
る

に
あ
り
。
然
る
に
一
心
を
積
る
初
の
浅
き
方
便
、
和
歌
に
し
く
は
な
し
。

沙
石
葉
巻
五

阿
字
と
云
ふ
は
本
不
生
の
義
也
。
文
字
を
伝
ふ
る
に
あ
ら
ず
。
唯
心
不

生
な
る
こ
れ
阿
字
な
り
。
密
宗
の
天
意
是
に
あ
り
。
誠
に
心
地
に
染
汀
な

く
分
別
な
く
は
、
阿
字
を
心
得
べ
し
。
一
念
不
生
の
心
即
ち
阿
字
也
。
比

故
に
あ
さ
き
方
便
を
と
り
よ
り
に
せ
ん
と
く
、
和
歌
を
す
す
め
申
し
け
る

に
や
。
前
に
廣
労
の
苦
し
き
域
を
忘
れ
、
解
脱
の
妙
な
る
坑
に
入
る
方
便
、

和
歌
の
一
道
膵
れ
侍
り
。
我
国
に
跡
を
た
れ
給
へ
る
権
化
先
徳
、
昔
よ
り

翫
び
給
ふ
事
も
此
故
に
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
上

上
掲
の
「
離
別
哀
傷
の
恩
ひ
切
な
る
に
付
き
て
、
心
の
中
の
思
ひ
を
あ
り
の
ま

ま
に
云
ひ
の
べ
て
万
緑
を
わ
す
れ
、
此
一
事
に
心
す
み
息
ひ
静
か
な
れ
ば
、
迫

に
入
る
方
便
な
る
べ
し
。
」
　
（
沙
石
葉
巻
五
）
も
然
り
。
方
便
観
と
陀
窪
尼
観

と
そ
の
考
え
方
に
ず
れ
が
あ
る
が
、
三
教
合
一
恩
恵
が
無
住
の
和
歌
観
を
育
て

て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
三
教
合
一
思
慮
は
、
ま
た
、
和
歌
陀
羅
尼
説
の
底

辺
に
お
け
る
買
容
な
和
歌
認
容
を
推
定
さ
せ
る
一
の
因
で
あ
る
。

無
住
の
文
学
的
嗜
好
に
つ
い
て
一
言
す
る
。

愚
老
モ
昔
ヨ
リ
物
語
ヲ
愛
シ
好
ミ
侍
シ
故
ニ
ト
　
修
行
ノ
イ
ト
マ
ヲ
カ
キ

テ
、
徒
ラ
事
ヲ
カ
キ
ヲ
キ
侍
ル
、
身
ナ
ガ
ラ
モ
此
癖
ヤ
マ
ザ
ル
故
也
。
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広
末
沙
石
葉
巻
四

「
雑
談
の
次
に
教
門
を
ひ
ら
き
、
戯
論
の
中
に
解
行
を
示
す
。
」
　
（
沙
石
集

序
）
と
も
、
「
此
物
語
雑
談
ト
イ
へ
ド
モ
多
ク
ハ
是
レ
述
慎
也
。
」
　
（
雑
談
賃

巻
一
）
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
所
詮
、
こ
う
し
た
述
作
は
宗
教
者
本
来
の
生
き

方
に
副
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
、
無
住
の
文
学
的
嗜
好
を
見
る
の
で
あ
る
。

楽
天
が
い
は
く
、
人
皆
看
一
再
。
我
癖
在
章
句
と
云
ひ
て
、
世
間
の
畢
万

緑
を
す
て
て
、
仏
道
に
入
り
て
後
も
、
文
章
を
好
み
愛
す
る
宿
の
捨
て
が

た
き
事
を
い
へ
る
な
り
。
人
ご
と
に
、
心
の
中
に
も
身
の
業
に
も
、
愛
し

好
ん
で
す
て
難
く
忘
れ
難
き
事
あ
り
。
比
を
炉
と
い
ふ
。
l
　
沙
石
集
拳
四

一
文
は
そ
の
ま
ま
身
に
反
る
こ
と
ば
で
あ
っ
た
ろ
う
。
雑
談
蔓
に
は
述
懐
の
歌

が
多
い
。
多
く
は
遺
歌
と
言
う
べ
き
も
の
、
巧
拙
を
問
う
べ
き
性
質
の
も
の
で

は
な
い
。
中
に
、
藤
・
鞭
・
桐
・
火
桶
・
頼
政
の
語
を
隠
し
詠
ん
だ
「
五
月
雨

ニ

セ

セ

ノ

プ

チ

フ

チ

ヲ

チ

タ

ギ

リ

ヒ

ヲ

ケ

サ

イ

カ

ニ

ヨ

リ

マ

サ

ル

ラ

ン

」

の

歌

（
こ
の
歌
は
無
住
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
八
十
四
才
の
時
で
あ
る
。
）
、
ま
た

「
世
ノ
中
ノ
濁
り
ニ
シ
マ
ヌ
心
モ
テ
遺
ノ
華
ノ
寺
ニ
ス
ム
カ
ナ
」
　
「
問
ヤ
イ
カ

ニ
事
言
ブ
臨
ノ
音
マ
デ
モ
皆
与
異
相
不
和
違
背
ト
」
の
ど
と
く
古
歌
を
ふ
ま
え

て
の
作
も
あ
る
。
沙
石
質
に
は
和
歌
の
造
詣
を
う
か
が
わ
せ
る
説
話
も
多
い
。

無
住
に
内
在
す
る
文
学
的
嗜
好
は
、
一
二
教
合
一
思
想
と
相
侠
っ
て
、
和
歌
陀

羅
尼
説
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
陀
羅
尼
説
の
底
辺
に
お
け
る
寛

容
な
和
歌
認
容
を
推
定
さ
せ
る
二
の
因
で
あ
る
。

刷
　
教
禅
一
致
息
憩
　
－
　
真
言
密
教

無
住
は
円
爾
弁
円
の
法
を
受
け
、
晩
年
を
尾
州
長
母
寺
に
教
化
し
た
禅
僧
で

あ
る
が
、
忠
恕
的
遍
歴
の
多
彩
は
聖
財
集
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

貴
通
二
十
八
歳
ノ
時
遁
世
ノ
門
二
人
テ
禅
学
山
へ
七
年
二
及
ブ
。
四
十
餃
ノ

歳
マ
デ
随
分
二
持
斎
梵
行
退
転
無
ク
侍
リ
シ
ガ
柄
縁
二
等
ヲ
寄
七
陶
怠
ノ

心
自
然
二
正
氷
解
ク
シ
テ
薬
酒
晩
濃
之
ヲ
用
ユ
。
　
　
雑
談
葉
巻
同

愚
老
律
学
ノ
事
五
六
年
。
定
恵
ノ
学
蹟
学
密
教
ヲ
放
熱
シ
禅
門
ヲ
聞
ク
。

晩
学
′
故
二
何
ノ
宗
其
ノ
意
ヲ
得
ズ
。
然
レ
ド
モ
大
綱
之
ヲ
聞
ク
。
此
ノ

因
縁
二
依
り
三
学
ノ
諸
宗
固
ジ
ク
信
ジ
別
シ
テ
宗
鏡
録
祁
教
和
会
偏
執
無

シ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
巻
一

太
采
疎
略
愚
鈍
晩
学
ノ
故
何
ノ
宗
モ
其
ノ
旨
ヲ
碍
ズ
。
只
大
綱
之
ヲ
聞
ケ

ヮ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
巻
三

愚
僧
ガ
如
ナ
ル
隈
昧
ノ
族
ナ
マ
ジ
ニ
髪
ヲ
剃
り
衣
ヲ
染
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
侶

ノ
名
ヲ
倍
リ
タ
レ
ド
モ
大
小
棄
ノ
律
儀
中
一
戒
ヲ
モ
守
ラ
ズ
。
権
実
二
教

ノ
中
ニ
〓
が
ヲ
モ
学
ピ
ズ
。
（
中
略
）
行
学
二
携
リ
テ
修
行
セ
ズ
。
内
証

外
用
ノ
功
徳
モ
欠
ケ
タ
リ
。
然
レ
バ
僧
ニ
モ
非
ズ
俗
ニ
モ
非
ズ
。
　
妻
銃

本
よ
り
田
舎
の
山
里
に
生
長
く
、
文
革
も
く
ら
く
歌
遠
に
も
う
と
く
、
仏

法
は
又
〓
訴
を
も
ま
こ
と
し
く
学
せ
ず
。
ひ
た
そ
ら
の
山
が
つ
に
て
侍
れ

ば
、
か
た
は
ら
い
た
く
、
か
た
く
な
な
る
率
多
く
こ
そ
侍
れ
。沙

石
葉
巻
十

一
宗
に
拘
ら
ぬ
無
住
の
両
目
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
教
禅
一
致
思
想
の
裏

づ
け
が
あ
る
。
本
朝
高
僧
伝
の
贅
に
「
月
船
。
癌
冗
。
無
住
三
師
。
木
精
千
台

智
之
教
。
大
抵
経
論
家
老
。
操
毀
禅
法
。
然
三
師
入
宗
門
。
定
着
因
縁
之
有

焉
。
云
云
」
と
も
る
。
教
禅
一
致
の
思
想
は
円
田
弁
円
の
禅
風
に
顕
著
で
あ

る
。
「
閉
密
禅
教
ノ
大
網
心
肝
二
銘
ジ
識
蔵
二
葛
ズ
。
併
関
山
ノ
恩
徳
也
。
」

（
雑
談
索
巻
三
）
　
「
故
東
福
寺
の
長
老
、
聖
一
都
何
の
法
門
談
議
の
座
の
す
ゑ

に
、
そ
の
か
み
の
ぞ
み
て
、
時
時
聴
聞
す
る
事
侍
り
L
に
、
顕
哲
禅
教
の
大
綱

誠
に
め
で
た
く
聞
え
侍
り
き
。
」
　
（
沙
石
葉
巻
三
）
と
も
あ
る
。
聖
財
集
巻
下

に
「
放
東
福
寺
ノ
法
門
ノ
大
鉢
宗
鏡
ノ
義
勢
也
。
」
と
あ
る
の
も
こ
の
故
で
あ

る
。
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禅
教
の
差
別
は
方
便
の
位
に
あ
り
。
実
証
の
所
は
こ
と
な
る
べ
か
ら
ざ
る

と
見
え
た
り
。
故
に
古
徳
の
云
は
く
、
教
は
仏
の
言
禅
は
仏
の
心
、
諸
仏

は
心
口
相
応
す
と
云
へ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
石
蕉
巻
五

然
れ
ど
も
禅
と
数
と
、
方
便
を
尋
ぬ
れ
ば
隔
た
り
て
同
す
べ
か
ら
ず
。
証

理
を
諭
せ
ば
へ
だ
て
て
異
す
べ
か
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
仝
上

磯
を
ひ
く
方
便
は
異
な
り
と
い
ヘ
ビ
も
、
道
を
さ
と
る
実
迫
、
理
何
ぞ
異

な
ら
ん
。
末
代
偏
学
の
票
、
偏
執
わ
す
れ
ぬ
に
こ
そ
。
大
乗
の
心
は
、
橿

悩
と
菩
提
と
猶
し
相
即
せ
り
。
禅
門
と
教
門
と
何
ぞ
実
に
陥
あ
ら
ん
。仝

上

教
と
禅
と
は
父
母
の
如
し
。
禅
は
父
、
教
は
母
な
り
。
（
中
略
）
禅
教
相

資
け
て
仏
法
は
め
で
た
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
上

ま
た
、
沙
石
倍
墓
四
「
無
言
上
人
の
窃
」
を
は
じ
め
、
教
禅
一
致
の
思
想
は

無
住
の
言
説
の
端
現
に
み
ら
れ
る
。
撃
財
賃
巻
下
「
禅
教
四
句
事
」
も
参
照
さ

れ
る
。
散
弾
の
峻
別
に
急
で
な
い
禅
風
は
、
三
教
合
一
恩
恵
と
と
も
に
、
和
歌

陀
羅
尼
説
を
ひ
き
だ
す
カ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
陀
羅
尼
説
の
底
辺
に

お
け
る
買
容
な
和
歌
認
容
を
推
定
さ
せ
る
三
の
因
で
あ
る
。

教
宗
で
は
真
言
密
教
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。

此
ノ
法
是
諸
宗
ノ
慕
頂
万
法
ノ
惣
弥
生
仏
一
如
ノ
根
本
事
理
倶
哲
′
秘
法

也
。
吉
相
ノ
言
語
ハ
皆
是
真
言
身
相
ノ
挙
動
ハ
皆
兵
琵
部
所
有
ノ
心
相
ハ

自
ラ
三
厚
地
ト
云
ヘ
リ
。
此
ノ
憲
ヲ
能
々
悟
り
拶
ス
ヲ
真
言
ノ
租
税
ト

ス
。
是
レ
命
宗
二
朗
ケ
テ
琶
サ
ザ
ル
所
也
。
諸
宗
ハ
皆
釈
迦
応
化
ノ
説

也
。
望
呂
ハ
大
日
如
采
自
性
法
身
ノ
説
也
。
　
　
　
　
　
　
要
銃

マ
シ
テ
禅
門
真
言
隔
チ
ハ
テ
ン
ヤ
。
少
々
黄
門
ハ
タ
ガ
フ
ト
キ
隔
テ
ジ
ト

コ
志
望
侍
レ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
財
項

な
ど
、
真
言
密
教
推
竜
の
態
民
が
一
誉
ど
れ
る
。

陀
羅
尼
に
つ
い
て
は
述
べ
た
が
、
和
歌
陀
経
尼
説
と
真
言
密
教
と
に
は
深
い

つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
る
。
聖
一
日
綺
吾
観
に
お
け
る
真
言
の
論
理
の
介
入
に
つ

い
て
は
、
山
田
昭
全
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

況
や
高
野
大
師
も
、
五
大
皆
腎
あ
り
。
六
膵
こ
と
ご
と
く
文
字
也
と
宣
べ

り
。
玉
音
を
い
で
た
る
音
な
し
。
阿
字
を
ほ
な
れ
た
る
詞
な
し
。
阿
字
即

ち
密
教
の
根
本
な
り
。
さ
れ
ば
経
に
も
、
舌
相
言
語
み
な
真
言
と
い
へ
り

大
日
経
の
一
二
十
一
品
も
お
の
づ
か
ら
一
一
子
一
字
に
あ
た
れ
り
。沙

石
集
巻
五

真
言
密
教
の
習
ひ
に
は
、
法
爾
所
起
受
茶
羅
随
級
上
F
迷
悟
転
と
云
ひ
て

六
大
法
界
四
積
星
蒼
羅
な
り
。
依
報
を
い
へ
は
寂
光
を
出
で
す
。
正
報
を
た

づ
ぬ
れ
ば
毘
慮
遮
郡
仏
也
、
た
だ
お
の
れ
と
ま
よ
へ
ば
、
衆
生
と
な
り
て
下

下
采
来
し
・
無
明
の
海
に
入
る
。
自
己
を
さ
と
れ
ば
、
上
上
去
去
と
し
て
仏

異
に
の
は
る
遠
は
太
来
吏
茶
托
な
り
。
こ
の
こ
こ
ろ
を
思
ひ
っ
づ
け
侍
り

お
の
づ
か
ら
や
け
野
に
た
く
る
薄
ま
で
ま
ん
だ
ら
と
こ
そ
八
も
い
ふ
な

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
石
質
巻
五

ソ
ラ
ヤ
水
水
ヤ
ソ
ラ
ト
モ
オ
ボ
ホ
へ
ズ
カ
ヨ
ヒ
テ
ス
メ
ル
秋
ノ
夜
ノ
月

（
中
略
）
此
歌
ハ
真
言
ノ
加
持
ノ
法
門
ノ
心
マ
コ
ト
二
田
ナ
リ
。
ヲ
ノ
ヅ

カ
ラ
深
キ
心
ア
ル
べ
シ
。
加
持
ハ
、
感
応
ノ
異
名
也
。
加
ハ
応
、
持
ハ
感
ナ

リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
本
沙
石
等
巻
五

聖
財
墓
「
此
歌
加
持
ノ
法
門
7
心
ヲ
自
然
ニ
ヨ
メ
リ
。
」

い
ず
れ
に
も
真
言
密
教
と
の
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
る
。
雑
談
葉
巻
十
「
梵

字
功
徳
等
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
考
え
方
も
、
和
歌
の
こ
と
ば
に
つ
い

て
の
考
え
に
投
影
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

永
仁
三
年
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
野
守
鏡
に
、

す
べ
て
世
間
は
こ
と
に
仏
法
の
肝
心
に
て
侍
り
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
人
の
こ
こ
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ろ
を
た
わ
と
す
る
に
よ
り
て
、
心
外
軒
別
の
義
を
あ
ら
は
す
。
又
あ
だ
な

る
お
も
ひ
を
い
ひ
、
は
か
な
き
こ
と
を
か
ざ
り
て
、
ま
こ
と
の
心
を
の
ぶ

る
は
、
こ
れ
樺
実
の
二
教
、
空
仮
中
の
三
諦
也
。
密
教
に
づ
き
て
い
け
ば

よ
ろ
づ
の
も
の
に
つ
け
て
志
あ
ら
は
す
は
、
事
理
倶
哲
の
心
な
る
べ
し
。

又
六
桑
の
体
を
わ
き
ま
へ
、
や
さ
し
き
言
霊
を
と
と
の
へ
、
ふ
か
き
心
を

あ
ら
は
す
は
、
こ
れ
身
口
意
の
三
宮
を
成
ず
る
所
也
。
又
近
き
を
と
は
く

よ
み
、
遠
き
を
ち
か
く
い
ひ
、
い
ま
だ
見
ざ
る
名
所
を
も
見
た
る
様
に
よ

む
ご
と
く
な
る
風
情
は
、
こ
れ
密
教
不
思
議
の
秘
術
、
無
所
不
至
の
体

也
。
（
中
路
）
し
か
の
み
な
ら
す
真
言
は
諸
仏
所
説
の
肝
心
の
こ
と
ば
を

え
ら
び
、
衆
生
化
良
の
遠
疾
の
理
を
き
は
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
軍
句
す
く
な

し
と
い
ヘ
ビ
も
功
能
も
と
も
お
は
し
。
歌
も
ま
た
そ
の
こ
と
ば
お
は
し
と

い
ヘ
ビ
も
、
こ
れ
を
え
ら
ぴ
す
ぐ
り
て
三
十
一
字
に
つ
づ
む
る
事
、
真
言

に
お
な
じ
く
し
て
其
心
ざ
し
の
ま
こ
と
を
あ
ら
は
す
事
は
、
や
ま
と
こ
と

の
は
に
す
ぎ
た
る
物
な
く
侍
る
に
、
云
云

と
あ
り
、
こ
こ
に
も
真
言
哲
教
と
の
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
。
和
歌
観
と
真
言

密
教
と
の
交
渉
は
、
無
住
の
時
代
の
流
れ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、

つ
ぎ
の
一
文
に
眼
を
と
め
る
。

既
慈
鋲
都
債
之
御
詞
日
。
一
行
禅
師
の
大
日
経
の
疏
に
も
、
一
切
の
詞
み

な
陀
定
足
と
い
へ
り
。
仏
薯
我
国
に
田
給
は
ば
、
和
国
の
こ
と
ば
を
も
て

陀
羅
尼
と
し
給
ふ
べ
し
。
高
野
大
師
も
阿
字
を
は
な
れ
た
る
詞
な
し
。
阿

字
別
田
密
の
根
本
な
り
。
多
超
尼
は
是
天
竺
の
こ
と
ば
也
。
日
本
の
和
歌

通
用
す
。
さ
れ
ば
大
日
経
の
三
十
二
郎
も
、
を
の
づ
か
ら
三
十
一
字
に
か

た
と
れ
り
。
世
間
出
世
の
道
理
を
三
十
一
字
の
中
に
つ
つ
め
て
、
衣
裳
の

珠
と
心
得
ぬ
れ
ば
、
神
明
仏
陀
の
感
応
こ
と
に
あ
ら
ほ
れ
て
、
往
生
の
素

懐
を
と
け
ず
と
云
率
な
し
っ

恩
ふ
寛
な
ど
と
ふ
人
の
な
か
る
ら
ん
あ
ふ
け
ば
空
に
月
ぞ
さ
や
け
き

和
歌
決
秘
抄

全
文
が
既
抱
の
沙
石
環
の
文
に
い
ち
じ
る
し
く
似
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
慈
鋲

の
言
と
は
為
し
が
た
い
。
し
か
し
、
拾
三
宅
に
も
、

そ
れ
大
和
詞
と
云
ふ
ほ
我
が
国
の
こ
と
わ
ざ
と
し
て
盛
ん
な
る
も
の
な

り
。
五
七
五
七
七
に
て
五
つ
の
句
あ
り
。
五
大
五
行
を
簑
す
る
な
る
べ

L
。
（
中
略
）
限
あ
れ
ば
真
言
の
琵
琶
し
そ
仏
の
田
口
よ
り
出
た
る
詞
な

れ
ば
仏
道
に
お
も
む
か
む
人
は
本
意
首
も
知
る
べ
け
れ
。
漢
字
に
も
仮
名

つ
く
る
時
は
四
十
七
言
を
輿
つ
る
こ
と
な
し
。
梵
語
は
却
り
て
近
く
大
和

詞
に
同
じ
と
い
へ
り
。
（
中
略
）
天
竺
に
云
ふ
梵
語
と
同
じ
と
こ
そ
は
申

す
め
れ
。
我
が
国
の
こ
と
わ
ざ
な
れ
ば
唯
歌
の
道
に
て
仏
這
を
も
成
り
ぬ

べ
し
。
云
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
あ
り
、
真
言
を
重
ん
ず
る
和
歌
観
は
無
住
の
そ
れ
に
通
ず
る
。
ま
た
、
「
和
　
2
7

歌
を
御
心
得
な
く
は
真
言
の
大
事
は
桝
心
得
慮
転
じ
。
」
と
慈
鎮
を
い
ま
し
め
一

た
と
い
う
西
行
に
つ
い
て
は
、

西
行
法
師
、
常
二
義
テ
物
語
シ
テ
云
ク
。
我
歌
ヲ
誹
ハ
迄
二
尋
常
二
異
ナ

リ
。
葦
、
郭
公
、
月
、
雪
、
都
テ
万
物
ノ
興
二
向
テ
モ
、
凡
所
有
相
、
皆

是
虚
妄
ナ
ル
事
、
限
二
遮
り
耳
二
満
リ
。
又
流
出
ス
所
ノ
言
句
ハ
皆
是
真

一
亨
－
非
ズ
ヤ
。
（
中
略
）
肝
ノ
歌
即
是
如
来
ノ
真
ノ
形
体
也
。
去
．
二
百

読
出
テ
二
体
ノ
仏
像
ヲ
造
ル
恩
ヲ
ナ
シ
、
一
句
ヲ
恩
ヒ
紀
ケ
テ
ハ
秘
密

ノ
真
言
ヲ
唱
ル
二
間
ジ
。
我
此
歌
ニ
ヨ
リ
テ
法
ヲ
得
率
ア
リ
。
妄
リ
ニ
人

此
竃
ヲ
学
．
ハ
邪
路
二
人
べ
シ
ト
云
云
。
サ
テ
読
ケ
ル
。

山
深
ク
サ
コ
ソ
心
ハ
ヵ
ヨ
フ
ト
モ
ス
マ
デ
哀
ハ
シ
ラ
ン
物
カ
バ

富
海
共
産
ノ
未
二
軍
丁
、
開
及
シ
マ
マ
注
之
。
　
　
明
恵
上
人
伝
記

の
話
が
あ
る
。
撰
喋
抄
に
は
「
見
る
や
如
何
に
あ
だ
に
も
咲
け
る
朝
顔
の
花
に



先
だ
つ
今
朝
の
白
露
」
の
一
首
を
示
し
、
「
是
こ
そ
法
文
よ
。
」
と
言
っ
た
僧

の
話
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
和
歌
陀
羅
尼
説
を
直
接
導
き
出
す
カ
と

な
っ
た
、
和
歌
観
と
真
言
密
教
と
の
交
渉
は
無
住
以
前
に
尋
ね
ら
れ
よ
う
。

囲
　
　
禅
的
思
惟

教
禅
一
致
恩
憩
を
看
し
て
い
た
に
せ
よ
、
弾
着
で
あ
っ
た
顆
住
の
禅
的
思
惟

は
彼
の
和
歌
観
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
よ
う
か
。
無
住
の
和
歌
陀
羅
尼
説

は
教
禅
一
致
の
禅
風
を
考
え
ず
に
は
理
会
L
が
た
い
が
、
し
か
し
彼
の
立
言
た

は
禅
的
思
惟
の
謀
．
つ
け
を
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

諸
法
異
相
な
り
。
色
香
中
道
な
り
。
塾
昌
歌
語
皆
第
一
表
に
帰
す
。
和
歌

何
ぞ
必
ず
し
も
簡
み
す
て
ん
。
治
生
産
業
、
‘
悉
く
実
相
に
背
か
ず
。
何
事

か
法
の
理
に
叶
は
ざ
ら
ん
。
そ
の
か
み
或
山
中
に
閑
居
し
て
侍
り
し
時
、

庭
の
な
く
音
を
開
き
て
恩
ひ
っ
づ
け
侍
り
き
。

．
た
れ
か
き
く
（
き
く
や
い
か
に
）
．
妻
よ
ぷ
院
の
芦
ま
で
も
皆
与
実
相
不

和
違
背
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
石
等
巻
五

「
未
墾
l
一
巌
語
み
な
第
一
義
に
帰
し
、
治
生
産
業
し
か
し
な
が
ら
実
相
に
そ

む
か
ず
。
」
　
（
沙
石
賃
序
）
　
「
業
即
解
脱
ト
云
ヒ
テ
善
悪
不
二
ノ
謂
ヲ
覚
。

甲
ど
テ
迷
悟
一
鉢
ノ
理
ヲ
覚
リ
ヌ
レ
．
二
色
一
香
中
遠
二
非
ズ
I
云
フ
事
ナ

シ
。
」
　
（
要
鏡
）
、
ま
た
円
頓
正
視
の
文
と
し
て
「
円
頓
考
初
縁
実
相
．
U
造

境
即
中
。
無
不
真
実
。
賢
緑
法
界
。
一
念
法
界
。
一
色
一
香
。
無
罪
中
道
。
云

云
」
　
（
沙
石
賃
巻
五
）
と
も
あ
る
。
慈
覚
大
師
・
舎
利
勝
数
に
「
一
ツ
ノ
色
一

ツ
ノ
匂
何
レ
カ
中
道
二
背
カ
ム
。
紐
キ
詞
故
キ
詞
併
肪
葬
二
改
メ
ム
。
」
、
惑

慧
大
師
・
註
本
管
誤
に
「
可
知
心
性
外
ナ
ク
テ
万
法
皆
是
法
海
乃
至
一
色
一
香

モ
不
中
遺
物
ゾ
無
。
」
、
真
源
拶
順
次
往
生
諸
式
に
　
「
堅
呂
歌
語
皆
帰
第
一

義
。
散
乱
歌
詠
孟
為
解
脱
門
議
。
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
の
種
の
立
言
は

天
台
教
学
と
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
無
住
に
あ

っ
て
は
禅
者
と
し
て
の
禅
的
思
惟
が
、
和
歌
と
仏
道
と
の
或
難
に
つ
い
て
の
こ

と
さ
ら
な
習
心
誠
の
放
下
に
動
い
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

結
語
の
矢
を
論
ぜ
ば
、
矢
は
人
の
染
汗
の
心
に
有
り
。
聖
教
と
て
も
、
名

聞
利
養
に
用
ふ
る
時
は
、
皆
既
業
と
な
る
。
是
人
の
失
也
。
是
に
よ
り
て

惣
持
の
徳
を
失
ふ
べ
か
ら
す
。
経
を
読
む
も
折
あ
し
き
を
ば
、
成
論
の
中

忙
は
結
語
と
な
る
と
い
へ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
石
集
巻
五

和
歌
陀
羅
柁
説
は
、
狂
言
綺
語
観
の
流
れ
つ
く
べ
き
一
の
帰
結
で
あ
り
、
諭
・

そ
の
も
の
の
持
つ
意
寿
は
さ
ほ
ど
深
く
は
な
い
。
思
え
ば
、
狂
言
綺
語
観
は
つ

ね
に
対
象
と
し
て
の
和
歌
の
規
定
に
即
し
て
展
開
し
た
の
で
あ
り
、
狂
言
綺
語

と
み
る
立
場
か
ら
陀
羅
尼
と
み
る
立
場
ま
で
、
畢
貴
、
対
象
親
短
の
場
を
出
で

な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
無
住
が
述
べ
て
い
る
の
は
創
作
主
体
の
関
越
で
あ

り
、
こ
う
工
た
形
で
主
体
の
心
位
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
に
禅
的
思
惟
の
介
在
　
l

を
考
え
る
の
で
あ
る
。
創
作
主
体
の
心
位
を
重
視
す
る
な
ら
は
、
敢
て
和
歌
の
　
2
8

陀
羅
尼
で
あ
る
所
以
に
拘
る
要
も
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
一

て
は
無
住
白
身
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
間
題
の
展
開
は
後
に
謡
っ
て
、

和
歌
陀
足
尾
説
の
底
辺
に
お
け
る
寛
容
な
和
歌
認
容
を
推
定
さ
せ
る
四
の
因
と

．
し
て
、
こ
の
禅
的
思
惟
の
介
在
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

以
上
、
「
背
景
」
と
名
づ
け
て
、
和
歌
陀
淀
尼
説
が
ど
の
よ
う
な
諸
因
に
根

ざ
し
て
成
立
し
た
か
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
和
歌
陀
羅
昆
説
は
、
真
言
密
教
の

色
濃
い
照
射
を
受
け
て
い
る
点
に
特
色
を
見
せ
な
が
ら
も
、
狂
言
綺
語
伊
の
流

れ
つ
く
べ
き
一
の
帰
結
で
は
な
か
つ
た
か
と
考
え
た
。
そ
の
点
、
従
来
の
対
象

論
的
立
場
で
の
和
歌
官
話
か
ら
主
体
論
的
立
場
で
の
和
歌
肯
定
に
向
つ
て
い
る

点
に
問
詰
を
見
出
す
。
荘
意
識
の
成
勲
に
つ
れ
て
歌
人
も
主
体
論
的
立
場
で
和

歌
を
考
え
る
よ
う
に
は
な
っ
た
が
、
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
詞



に
対
す
る
、
早
．
そ
の
心
に
対
象
論
的
立
場
で
の
心
と
主
体
論
的
立
場
で
の
心
と

が
駈
れ
あ
っ
て
い
る
よ
う
に
。
無
住
自
身
、
ど
れ
ほ
ど
明
確
な
主
体
論
的
立
場

の
日
常
が
あ
っ
た
か
疑
わ
し
い
点
も
あ
る
が
、
す
く
な
く
と
も
狂
言
綺
語
観
に

関
し
て
は
問
扇
の
所
在
を
一
歩
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

和
昭
陀
羅
尼
説
は
、
【
陀
窪
尼
」
と
い
ぅ
対
象
規
定
に
即
す
る
か
ぎ
り
、
仏

道
へ
の
接
斉
匠
は
き
わ
め
て
高
い
。
そ
の
こ
と
は
、
従
来
の
狂
言
綺
語
観
に
迅

揺
す
る
気
分
的
な
陶
酔
を
剥
難
し
、
和
歌
と
仏
教
と
の
対
決
を
余
裕
の
無
い
も

の
と
す
る
。
既
に
の
べ
た
よ
う
に
無
住
に
も
寛
容
な
和
歌
認
容
が
存
し
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
和
歌
陀
羅
尼
説
を
継
東
す
る
限
り
、
あ
る
べ
き
和
歌
の
姿
は

仏
教
的
摂
制
の
い
ち
じ
る
し
い
、
方
向
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。
和
歌
陀

茫
尼
説
が
い
わ
ゆ
る
狂
言
冶
語
数
よ
り
滝
は
る
か
に
潜
透
力
を
欠
い
て
い
た
所

以
も
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
和
歌
陀
羅
尼
説
の
継
承
と
し
て
は
、

木
よ
り
歌
道
は
膏
が
国
の
陀
羅
尼
也
。
綺
語
を
諭
ず
る
時
は
経
論
を
よ
み

禅
定
を
修
す
る
も
ま
う
ざ
う
な
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
さ
さ
め
ど
と

殊
に
層
歌
は
名
商
γ
や
う
に
あ
ら
ず
。
大
唐
に
お
き
て
は
経
陀
接
尾
、
吾

朝
に
て
は
和
歌
と
て
も
ち
は
や
す
事
な
れ
ば
、
仮
に
も
あ
た
に
し
給
ふ
べ

か
ら
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
上
集

此
迄
を
仏
法
な
ど
よ
り
劣
に
思
ひ
給
べ
か
ら
す
。
天
竺
に
て
ほ
陀
羅
尼
梵

語
を
説
、
我
朝
に
は
神
明
和
光
為
化
度
和
歌
を
の
ぶ
。
こ
れ
則
比
国
の
陀

羅
尼
な
り
っ
生
死
を
悟
り
、
仏
神
の
感
応
、
一
代
説
教
の
理
に
萄
発
の
肪

劣
あ
る
べ
か
ら
す
と
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
橋

な
ど
、
心
敬
の
言
説
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
世
鏡
抄
、
長
井
私
案
抄
、
研

雲
口
仏
、
和
歌
無
匠
抄
、
躍
柁
山
縁
起
、
前
参
説
教
長
魁
集
な
ど
に
も
そ
の
紅

．
敦
を
見
う
る
の
で
あ
る
。

1
広
島
大
学
皆
契
分
校
助
教
授
1
1

前
稿
（
三
つ
の
夢
）
訂
正

二
八
五
下
段
二
十
行
　
　
慈
鎮
が
西
行
に
1
－
西
行
が
慈
鎮
に

広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
編

古
本
説
話
集
総
索
引
　
H

本
雷
は
梅
沢
本
「
古
本
説
話
集
」
総
索
引
の
う
ち
、
一

般
語
彙
編
で
す
。
助
詞
・
助
動
詞
・
接
辞
お
よ
び
漢
字

の
索
引
は
別
冊
と
し
、
明
春
発
表
す
る
予
声
で
す
。

広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
宛
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
（
実
費
、
送
料
と
も
二
百
円
）
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